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マモ（図 3）を篩にかけ，受け皿または叩き網の布
の上に落下した砂の中から探し出す方法によった．

考察
全国的にもハマベゾウムシの生息地が減少して

いると言われている中，京都府においてもアマモ
の繁殖地が少ないうえに，天橋立は日本三景の一
つとして有名な観光地であり，夏は大勢の海水浴
客で賑わうため，海浜の清掃作業などによる本種
の生息の維持が懸念されてきた．

本種は，2016 年 6 月，安川謙二氏が再調査する
ため，3 度にわたり当地を訪問し採集を試みたが 1
個体も採集できなかった（安川，2017）とのこと
である．しかしながら，この翌年，筆者らによる
調査では多数の生息を確認することができた．

乙部（2016a, b) は，本種が水中生活にも適応力
があり，頑丈な脚は砂に潜るためだけではなく，
水中でアマモ上を歩行し，波が荒い時でもアマモ
から引き離されないのに役立っていると考えられ
るとし，生息地から海が時化たときにアマモにし
がみつき，そのまま離れた海岸に漂着して分布を
拡大することができると推測している．当地にお
いては，日頃海浜の打上げアマモ除去の清掃作業
が行われてきたにもかかわらず，本種が生息して
いたことから，アマモが絶滅しないかぎり生存し
ていく能力を備えているのではないかと考えられ，
かりに一時姿を消したとしても，アマモさえ存続
していれば復活する可能性は十分考えられる． 

筆者の一人，黒田が知るかぎり，京都府におけ
るハマベゾウムシの生息地は天橋立だけであり，
アマモの繁殖する海岸もごくわずかのようである．

天橋立における本種の生息状況については，今

後も定期的なモニタリング調査が実施されること
を期待する．

末筆ながら，ハマベゾウムシの現在採用されて
いる学名についてご教示をいただいた東京農業大
学の小島弘昭博士および標本写真の撮影をしてい
ただいた愛媛大学ミュージアムの吉富博之博士，
ならびに採集時の情報提供をいただいた田中勇氏
に心からお礼申し上げる．
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日本産のセマルヒラタムシ属 Psammoecus は
Yoshida & Hirowatari (2014) により再検討されてお
り（本誌 19 号に解説あり），今回は台湾産種が再
検討された．その結果，1 新種を含む 9 種が確認

された．いくつかのシノニムも認めており，日本
産では下記の変更があったようだ．

ア ラ メ セ マ ル ホ ソ ヒ ラ タ ム シ P .  h a r m a n d i 
Grouvelle, 1912（= Psammoecus boreas Yoshida 
& Hirowatari, 2014）

ヨツモンセマルヒラタムシP. dentatus Grouvelle, 
1883（= Psammoecus  sc i tus  Yoshida  & 
Hirowatari, 2014）

（吉富博之　愛媛大学ミュージアム）


